
河川区域内では、民地（国所有以外の土地）であっても

許可がなければ工作物は設置できません。

設置できない理由は、工作物は洪水時に川の流れの障

害になり、川の水をさらにせき上げる危険があるためです。

その結果、堤防を損壊し、氾濫する可能性があります。

河川区域内での工作物の設置等について制限する法律、

洪水から皆さんを守る堤防のための法律、これが河川法

第26条第１項です。
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身近な川にも法律があります。

知らない方も多いのでは・・・！？

次回も河川法について

紹介したいと思います♫
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河川区域

違反した場合には

罰則もあります！

河川区域内であっても社会性、公共性等必要やむを得ない場合において、治水、

利水、環境に支障が生じない工作物については許可を受けて設置が出来ます。

※治水・・・水害を防ぐこと

※利水・・・川の水を利用すること

河川管理者に許可なく河川区域内に工作物を設置することは出来ません。

㊟土地が民地であっても同様です！

河川巡視パトロールにて発見した場合、

警告看板を設置いたします。

当事者は速やかにご連絡ください。

河川区域内の

不法建築等として

１年以下の懲役

または

５０万円以下の

罰金

川


